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凡
例
】
一
、
敬
称
は
省
略
し
た
。
一
、
以
下
の
著
述
は
次
の
よ
う
に
略
記
し
た
。
『
真
宗
聖
教
全
書
』→
『
真
聖
全
』
『
大
正
新
脩
大
藏
経
』→
『
大
正
蔵
』
一
、
本
文
並
び
に
引
用
文
は
、
常
用
漢
字
、
現
代
仮
名
遣
い
で
表
記
し
た
。
は
じ
め
に
道
綽
（
五
六
二
〜
六
四
五
）
は
、
親
鸞
が
定
め
る
七
高
僧
の
第
四
祖
に
当
た
り
、
曇
鸞
（
四
七
六
〜
五
四
二
?
）⑴
思
想
を
受
容
し
、
時
機
の
視
点
に
立
っ
て
聖
浄
二
門
を
展
開
さ
せ
、
他
力
浄
土
教
の
形
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
道
綽
の
著
述
で
あ
る
『
安
楽
集
』
は
、
様
々
な
経
・
論
・
釈
を
用
い
て
「
信
心
を
勧
め
て
往
生
を
求
め
さ
せ
る
」
た
め
に
証
明
し
て
い
く
「
集
」
と
い
う
形
式
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。「
集
」
と
い
う
形
式
で
表
さ
れ
て
い
る
『
安
楽
集
』
か
ら
道
綽
思
想
を
考
え
る
と
き
、
曇
鸞
の
著
述
で
あ
る
『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
註
』
や
『
略
論
安
楽
浄
土
義⑵
』、『
讃
阿
弥
陀
仏
』
が
、
合
計
三
〇
回
に
亘
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
綽
に
と
っ
て
曇
鸞
の
影
響
が
多
大
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る⑶
。
ま
た
、
道
綽
が
浄
土
教
へ
帰
入
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
曇
鸞
の
文
言
が
機
縁
で
あ
る
こ
と
が
伝
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。
道
綽
が
浄
土
教
へ
帰
入
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
続
高
僧
伝
』
や
迦
才
『
浄
土
論
』、『
浄
土
往
生
伝
』
の
伝
記
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、『
続
高
僧
伝
』
に
「
恒
に
水
石
壁
谷
の
玄
中
寺
に
在
り
て
、
寺
即
ち
齊
の
時
に
曇
鸞
法
師
の
立
つ
る
所
な
り
。
中
に
鸞
の
碑
有
り
。
具
さ
に
嘉
瑞
の
事
を
陳
べ
る
、
別
傳
の
如
し⑷
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
曇
鸞
が
教
化
活
動
の
拠
点
と
し
た
玄
中
寺
に
、
曇
鸞
の
嘉
瑞
が
記
さ
れ
る
碑
文
が
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
迦
才
『
浄
土
論
』
に
「
大
業
五
年
よ
り
已
来
、
即
ち
講
説
を
捨
て
、
浄
土
の
行
を
修
し
、
一
向
に
専
ら
阿
弥
陀
仏
を
念
ず⑸
」
と
あ
る
。『
続
高
僧
伝
』
と
迦
才
『
浄
土
論
』
の
伝
記
を
併
合
し
て
、『
浄
土
往
生
伝
』
に
「
尋
い
で
石
壁
谷
玄
中
寺
に
憩
う
。
寺
は
即
ち
後
魏
の
曇
鸞
法
師
の
旧
止
な
り
。
鸞
其
の
寺
に
於
い
て
久
し
く
浄
業
を
蘊
む
。
其
の
七
日
に
至
っ
て
畳
り
に
祥
異
有
り
、
群
人
之
を
奇
と
し
、
其
の
事
を
し
て
、
之
を
碑
に
刻
む
。
綽
、
其
の
文
に
臨
み
、
弥
い
よ
深
信
を
起
こ
す⑹
」
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と
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
綽
の
回
心
に
つ
い
て
示
唆
し
て
い
る
、
と
い
う
見
解
で
あ
る⑺
。
し
か
し
、
近
年
の
研
究
で
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
「
道
綽
の
回
心
に
関
す
る
一
考
察
｜
同
朋
の
発
見
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
仏
道
｜
」
に
、
伝
記
に
よ
る
だ
け
で
は
な
く
『
安
楽
集
』
そ
の
も
の
の
内
容
か
ら
道
綽
の
浄
土
教
帰
入
の
契
機
を
解
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
氏
は
、『
安
楽
集
』
の
第
四
大
門
第
一
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
道
綽
は
菩
薩
と
し
て
の
曇
鸞
で
は
な
く
凡
夫
と
し
て
生
き
る
曇
鸞
に
出
遇
っ
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
視
点
は
異
っ
て
も
、
道
綽
が
浄
土
教
に
帰
入
し
た
契
機
に
は
、
曇
鸞
が
多
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
、
曇
鸞
を
道
綽
に
お
け
る
唯
一
の
善
知
識
と
見
な
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
善
知
識
は
一
般
的
に
、
正
し
い
教
え
を
説
き
、
仏
道
に
入
ら
せ
解
脱
を
得
さ
せ
る
人
を
意
味
す
る⑻
。
だ
が
、
果
た
し
て
道
綽
に
お
け
る
善
知
識
を
一
般
的
理
解
と
同
様
に
見
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
『
安
楽
集
』
に
は
、
曇
鸞
を
善
知
識
と
見
な
す
よ
う
な
文
言
は
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
『
安
楽
集
』
第
十
一
大
門
に
お
い
て
、
道
綽
が
善
知
識
に
つ
い
て
定
義
す
る
中
で
も
、
曇
鸞
の
影
響
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
曇
鸞
と
道
綽
と
は
、
生
き
た
時
代
に
差
が
あ
り
、『
続
高
僧
伝
』
の
伝
記
に
よ
る
と
、
曇
鸞
没
後
か
ら
約
二
十
年
後
に
道
綽
は
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と
、
道
綽
の
善
知
識
観
に
お
い
て
、
曇
鸞
は
ど
の
よ
う
な
位
置
を
持
つ
の
か
。
本
稿
は
、
道
綽
に
お
け
る
善
知
識
観
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
綽
に
お
け
る
曇
鸞
と
い
う
人
物
を
明
ら
か
に
し
、
道
綽
の
思
想
に
お
け
る
曇
鸞
思
想
の
影
響
を
持
っ
た
の
か
考
え
る
一
助
と
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
目
的
を
言
及
し
て
い
く
に
当
っ
て
、
以
下
の
よ
う
な
構
成
に
順
っ
て
考
察
を
す
る
。
「
一
善
知
識
の
規
定
｜
第
十
一
大
門
を
通
し
て
｜
」
で
は
、『
安
楽
集
』
第
十
一
大
門
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
善
知
識
に
つ
い
て
、
道
綽
は
ど
の
よ
う
な
理
解
を
示
す
の
か
考
察
す
る
。
こ
の
考
察
に
よ
っ
て
、
道
綽
に
お
け
る
善
知
識
の
規
定
が
了
解
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
二
善
知
識
の
背
景
｜
『
観
経
』・『
涅
槃
経
』
の
教
説
を
受
け
て
｜
」
で
は
、
道
綽
に
お
け
る
善
知
識
の
規
定
に
つ
い
て
の
背
景
を
検
討
す
る
。『
安
楽
集
』
が
著
さ
れ
た
事
由
に
つ
い
て
、『
続
高
僧
伝
』
に
道
綽
が
『
観
経
』
を
講
義
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
4
と⑼
や
、『
安
楽
集
』
の
冒
頭
に
「
此
の
『
観
経
』
は
」
な
ど
指
示
語
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、『
観
経
』
講
説
の
書
で
あ
る
と
、
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る?
。
そ
の
た
め
、『
観
経
』
の
善
知
識
観
を
み
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
道
綽
が
浄
土
教
へ
帰
入
す
る
以
前
に
は
、『
涅
槃
経
』
を
二
十
四
回
講
義
し
た
こ
と
が
『
続
高
僧
伝
』
に
記
さ
れ
る?
。
そ
の
た
め
、『
涅
槃
経
』
か
ら
の
影
響
も
考
慮
す
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、『
観
経
』
と
『
涅
槃
経
』
か
ら
善
知
識
が
示
さ
れ
る
箇
所
を
取
り
挙
げ
、『
安
楽
集
』
に
お
け
る
善
知
識
観
に
、『
観
経
』
と
『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
善
知
識
観
と
思
想
的
共
有
が
あ
る
か
検
討
す
る
。
「
三
善
知
識
を
生
み
出
す
行
」
で
は
、
善
知
識
と
念
仏
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。
道
綽
に
と
っ
て
、「
西
に
帰
す
」
と
は
、
西
方
浄
土
に
帰
す
こ
と
で
あ
り
、
身
心
を
向
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
、
念
仏
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
な
ぜ
「
西
に
帰
す
」
こ
と
が
必
須
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
「
四
六
大
徳
｜
第
四
大
門
を
通
し
て
｜
」
で
は
、『
安
楽
集
』
第
四
大
門
で
示
さ
れ
る
六
大
徳
を
通
し
て
、
曇
鸞
が
道
綽
に
お
け
る
善
知
識
の
規
定
に
含
ま
れ
る
の
か
考
察
す
る
。
こ
の
考
察
を
通
し
て
、
道
綽
に
お
け
る
善
知
識
の
規
定
に
六
大
徳
が
含
ま
れ
る
の
か
究
明
で
き
る
と
考
え
る
。一
善
知
識
の
規
定
｜
第
十
一
大
門
を
通
し
て
｜
『
安
楽
集
』
に
は
、
善
知
識
や
善
友
、
知
識
の
比
丘
と
い
っ
た
言
葉
が
、
大
き
く
七
箇
所
に
亘
っ
て
見
ら
れ
る?
。
そ
れ
ら
用
例
が
見
ら
れ
る
箇
所
の
中
で
、
特
に
『
安
楽
集
』
第
十
一
大
門
第
一
で
は
善
知
識
が
主
要
に
論
じ
ら
れ
る
。
そ
の
『
安
楽
集
』
第
十
一
大
門
第
一
は
、
「
第
一
に
一
切
衆
生
を
勧
め
て
、
善
知
識
に
託
し
て
西
に
向
う
意
を
作
さ
し
む?
」
と
い
う
論
題
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
。
一
切
衆
生
に
、
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衆
生
の
為
に
善
知
識
と
な
る
よ
う
勧
め
て
、
善
知
識
に
任
せ
て
、
西
方
に
向
か
う
意
を
起
こ
さ
せ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
道
綽
は
『
法
句
経
』
を
用
い
て
、
善
知
識
と
名
づ
け
ら
れ
る
者
は
ど
の
よ
う
な
者
か
と
い
う
問
答
を
示
す
。
そ
れ
が
次
の
文
で
あ
る
。
第
一
に
、
勧
め
て
善
知
識
に
託
す
と
は
、『
法
句
経
』
に
依
る
に
、
衆
生
の
与
に
善
知
識
と
作
る
。「
宝
明
菩
薩
有
り
。
仏
に
白
し
て
言
く
。
世
尊
、
云
何
が
名
け
て
善
知
識
と
為
す
や
。
仏
言
は
く
。
善
知
識
は
能
く
深
法
を
説
く
、
謂
く
空
と
無
相
と
無
願
と
な
り
。
法
平
等
に
し
て
業
無
く
報
無
く
因
無
く
果
無
し
。
究
竟
如
如
に
し
て
実
際
に
住
す
。
然
る
に
畢
竟
空
の
中
に
於
て
熾
然
と
し
て
一
切
の
法
を
建
立
す
。
是
を
善
知
識
と
為
す
。
善
知
識
は
是
汝
が
父
母
な
り
、
汝
等
が
菩
提
の
身
を
養
育
す
る
が
故
に
。
善
知
識
は
是
汝
が
眼
目
な
り
、
能
く
一
切
善
悪
の
道
を
見
る
が
故
に
。
善
知
識
は
是
汝
が
大
船
な
り
、
汝
等
を
運
度
し
て
生
死
海
を
出
す
が
故
に
。
善
知
識
は
是
汝
が
亘
縄
な
り
、
能
く
汝
等
を
挽
き
き
て
生
死
を
出
す
が
故
な
り
」
と?
。
※
〜
の
連
番
は
筆
者
が
付
加
し
た
。
こ
こ
で
は
、
善
知
識
は
、
深
い
法
を
説
く
者
で
あ
る
。
そ
の
深
い
法
と
は
、
三
解
脱
門
（
空
・
無
相
・
無
願
）
の
こ
と
で
あ
る
。
三
解
脱
門
は
、
諸
法
は
平
等
で
あ
る
か
ら
業
報
因
果
は
無
い
（
空
）。
そ
し
て
、
真
如
の
道
理
に
適
い
真
実
に
徹
底
し
て
い
る
か
ら
涅
槃
に
住
す
る
者
で
あ
る
（
無
相
）。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
真
如
皆
空
の
中
に
お
い
て
、
燃
え
る
灯
火
の
よ
う
に
し
て
一
切
の
真
如
に
適
っ
た
法
を
建
立
す
る
（
無
願
）
こ
と
を
説
く
者
、
と
述
べ
ら
れ
る
。
続
く
〜
は
、
譬
喩
を
用
い
て
善
知
識
の
意
義
を
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
。
善
知
識
と
は
、
父
母
の
よ
う
に
法
身
菩
提
の
身
を
育
み
、
善
悪
を
す
べ
て
見
通
す
眼
の
よ
う
で
あ
り
、
衆
生
を
彼
岸
へ
済
度
す
る
大
船
の
よ
う
で
あ
り
、
衆
生
を
生
死
海
か
ら
引
き
抜
く
大
き
な
縄
の
よ
う
な
は
た
ら
き
を
す
る
、
と
示
さ
れ
る
。
こ
の
『
安
楽
集
』
に
引
用
さ
れ
る
『
法
句
経
』
は
、
先
哲
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
敦
煌
で
発
見
さ
れ
た
敦
煌
『
法
句
経
』
で
あ
る
。
そ
の
敦
煌
『
法
句
経
』
の
「
親
近
真
善
知
識
品
第
五
」
と
「
二
十
一
種
譬
喩
善
知
識
品
第
六
」
と
に
類
似
す
る
文
が
見
ら
れ
る
た
6
め
、
以
下
に
そ
の
文
を
引
用
す
る
。
善
男
子
よ
。
一
切
衆
生
、
阿
多
羅
三
三
菩
提
を
得
る
と
欲
す
る
は
、
当
に
親
近
の
善
知
識
な
る
べ
し
。
法
要
を
請
い
問
い
て
、
必
ず
斯
く
の
如
き
甚
深
の
要
句
を
聞
け
。
?イ
爾
の
時
、
宝
明
菩
薩
、
仏
に
白
し
て
言
さ
く
。
世
尊
よ
、
云
何
が
是
れ
善
知
識
や
。
仏
言
わ
く
、
善
知
識
は
、
善
く
深
法
の
空
・〔
無
〕
相
・
無
作
・
無
生
・
無
滅
を
解
す
。
諸
法
を
了
達
し
て
、
本
従
り
已
來
究
竟
平
等
に
し
て
、
業
無
く
報
無
く
因
無
く
果
無
し
。
性
相
如
如
に
し
て
、
實
〔
際
〕
に
住
す
。
畢
竟
空
の
中
に
於
い
て
熾
然
と
し
て
建
立
す
。
是
を
善
知
識
と
名
づ
く
。
?中
略
）
?ロ
善
知
識
は
是
汝
が
父
母
な
り
。
汝
等
の
菩
提
身
を
養
育
す
る
が
故
に
。
?ハ
善
知
識
は
是
汝
が
眼
因
な
り
。
汝
等
の
菩
提
の
路
を
示
し
導
く
故
に
。
?中
略
）
?ニ
善
知
識
は
是
汝
が
橋
梁
な
り
。
汝
等
を
運
載
し
て
有
海
を
度
す
故
に
。
?中
略
）
?ホ
善
知
識
は
是
汝
が
亘
繩
な
り
。
汝
等
を
〔
挽
抜
〕
て
地
獄
か
ら
離
れ
る
が
故
に
。?
※
〔
〕
は
筆
者
が
大
英
博
物
館
蔵
敦
煌
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
文
字
を
補
っ
た
。
本
稿
で
は
『
安
楽
集
』
本
文
と
大
英
博
物
館
蔵
敦
煌
本
と
の
表
現
が
近
い
こ
と
か
ら
、
大
英
博
物
館
蔵
敦
煌
本
を
採
用
す
る
。
ま
た
、
?イ
〜
?ホ
は
筆
者
が
付
加
し
た
。
こ
の
網
掛
け
は
、『
安
楽
集
』
に
引
用
さ
れ
る
敦
煌
『
法
句
経
』
に
類
似
す
る
文
言
で
あ
り
、
筆
者
が
?イ
〜
?ホ
と
付
加
し
て
い
る
の
は
、
前
引
用
で
の
〜
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
分
配
し
た
場
合
、【
?イ＝
?ロ＝
?ハ＝
?ホ＝
】
と
表
せ
る
。
こ
こ
で
?ニ
と
は
一
致
し
な
い
が
、
?ニ
「
汝
等
を
運
載
し
て
有
海
を
度
す
」
は
、
と
同
一
の
意
味
が
見
出
せ
る
と
考
え
る
。
道
綽
は
?ニ
「
汝
等
を
運
載
し
て
有
海
を
度
す
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
龍
樹
が
易
行
道
を
大
き
な
船
に
乗
っ
て
彼
岸
へ
渡
る
も
の
だ
と
表
現
し
た
こ
と
と
同
様
の
意
義
を
見
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
龍
樹
の
易
行
道
を
表
現
す
る
「
大
船
」
と
い
う
語
を
も
っ
て
、
浄
土
教
に
お
け
る
善
知
識
の
法
の
あ
り
方
を
表
現
し
た
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
意
味
か
ら
、
道
綽
は
「
橋
梁
」
で
は
な
く
、「
大
船
」
と
い
う
表
現
で
浄
土
教
に
お
け
る
法
の
用
き
を
言
い
当
て
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
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さ
て
、
で
は
三
解
脱
門
に
順
じ
た
深
い
法
を
説
く
者
を
、
善
知
識
の
根
本
的
な
定
義
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
以
下
の
譬
喩
で
は
、
と
は
、
衆
生
と
の
関
係
性
に
お
い
て
善
知
識
の
機
と
し
て
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。
と
は
、
衆
生
を
済
度
す
る
法
と
し
て
の
善
知
識
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
善
知
識
と
は
、
三
解
脱
門
に
順
じ
た
深
い
法
を
説
く
存
在
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
説
明
と
し
て
は
、
父
母
や
眼
と
い
っ
た
機
の
側
面
、
大
船
や
大
き
な
縄
と
い
っ
た
法
の
側
面
の
あ
り
方
を
有
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
敦
煌
『
法
句
経
』
の
引
用
の
後
に
、「
又
勧
め
て
、
衆
生
の
与
に
善
知
識
と
作
る
と
雖
も
、
必
ず
須
く
西
に
帰
す
べ
し?
」
と
続
く
。
道
綽
は
、
衆
生
の
為
に
善
知
識
と
な
る
者
は
、
必
ず
西
方
浄
土
に
帰
依
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
根
拠
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
道
綽
は
、
「
西
に
帰
す
」
こ
と
を
強
調
す
る
よ
う
に
、
生
死
の
世
界
は
「
違
順
の
境
涯
」
で
あ
る
か
ら
、
思
い
通
り
に
な
る
こ
と
や
な
ら
な
い
こ
と
が
起
こ
る
。
だ
か
ら
、
仏
道
修
行
も
退
転
す
る
こ
と
を
、
そ
の
直
後
の
舎
利
弗
が
悪
知
識
に
よ
っ
て
退
転
し
た
譬
え
に
よ
っ
て
示
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
西
方
浄
土
に
帰
依
し
て
い
な
い
者
は
、
悪
知
識
と
呼
ば
れ
る
存
在
に
よ
っ
て
退
転
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、「
西
に
帰
す
」
と
い
う
根
拠
に
依
っ
て
い
る
者
に
な
る
こ
と
、
ま
た
「
西
に
帰
」
し
た
者
に
依
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
「
西
に
帰
す
」
こ
と
が
根
拠
と
言
え
る
の
か
。『
安
楽
集
』
第
十
一
大
門
第
一
で
舎
利
弗
の
譬
え
が
示
さ
れ
た
後
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
た
び
往
生
を
得
れ
ば
、
三
学
自
然
に
勝
進
し
、
万
行
普
く
備
わ
る
。
故
に
『
大
経
』
に
云
く
、「
弥
陀
の
浄
国
は
造
悪
の
地
、
毛
髪
許
の
如
き
も
無
し
」
と?
。
こ
こ
で
道
綽
は
、
一
度
で
も
浄
土
に
往
生
す
れ
ば
、
戒
・
定
・
慧
の
三
学
が
自
然
に
進
ん
で
い
き
、
数
多
の
修
行
の
功
徳
が
具
わ
る
。
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そ
れ
は
『
大
経
』
に
説
か
れ
る
、
阿
弥
陀
仏
の
清
ら
か
な
国
は
、
悪
を
造
る
と
い
う
地
で
は
無
く
、
ま
た
毛
髪
一
本
も
無
い
よ
う
な
処
で
あ
る
、
と
い
う
経
言
に
よ
っ
て
証
明
し
て
い
る?
。
こ
の
経
言
か
ら
、「
西
に
帰
す
」
と
い
う
こ
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
清
浄
な
る
国
土
を
依
り
処
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
無
量
の
智
慧
に
照
ら
さ
れ
る
こ
と
で
真
の
善
知
識
を
成
り
立
た
た
せ
る
根
拠
と
な
る
こ
と
と
了
解
で
き
る
。
ま
た
、
道
綽
は
「
西
に
帰
す
」
に
つ
い
て
、『
安
楽
集
』
第
六
大
門
第
二
で
日
出
と
日
没
と
を
譬
え
に
出
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
閻
浮
提
に
は
日
出
の
処
を
ば
生
と
名
け
、
没
す
る
処
を
ば
死
と
名
づ
く
と
云
う
を
以
て
、
死
地
に
藉
れ
ば
、
神
明
の
趣
入
、
其
の
相
助
便
な
り
。
是
の
故
に
法
蔵
菩
薩
、
願
じ
て
成
仏
し
、
西
に
在
り
て
衆
生
を
悲
接
し
た
ま
う
。
坐
観
礼
念
等
に
由
る
に
、
面
を
仏
に
向
く
る
者
は
、
是
世
の
礼
儀
に
随
う
な
り
。
若
し
聖
人
な
ら
ば
飛
報
自
在
な
る
こ
と
を
得
て
方
所
を
弁
ぜ
ず
。
但
凡
夫
の
人
は
、
身
心
相
随
う
。
若
し
余
方
に
向
は
ば
、
西
に
往
く
こ
と
必
ず
難
か
ら
ん?
。
閻
浮
提
と
は
、
我
々
が
住
ん
で
い
る
国
土
を
指
す
が
、
こ
こ
で
道
綽
は
、
我
々
の
住
ん
で
い
る
世
界
に
お
け
る
太
陽
の
動
き
を
譬
え
に
出
し
て
、
日
出
を
生
と
、
日
没
を
死
と
名
づ
け
て
い
る
。
我
々
が
住
ん
で
い
る
世
界
に
お
い
て
、
日
出
は
東
の
方
角
を
指
し
、
日
没
は
西
の
方
角
を
指
す
こ
と
は
承
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
文
か
ら
、
道
綽
が
人
生
と
日
の
出
没
を
関
連
づ
け
て
い
た
と
了
解
で
き
る
。
そ
し
て
西
の
方
角
に
依
る
理
由
を
、
法
蔵
菩
薩
の
誓
願
と
成
仏
と
に
よ
っ
て
、
衆
生
を
摂
取
す
る
た
め
に
報
わ
れ
て
建
立
さ
れ
た
国
土
だ
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
聖
者
は
自
在
に
飛
び
周
っ
て
様
々
な
所
へ
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
凡
夫
と
い
う
の
は
、
身
も
心
も
常
に
付
き
添
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
西
以
外
の
方
向
に
身
が
向
け
ば
、
そ
ち
ら
に
心
も
向
か
っ
て
し
ま
い
、
西
に
往
く
こ
と
は
必
ず
困
難
極
ま
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
道
綽
が
「
西
に
帰
す
」
こ
と
を
勧
め
る
の
は
、
西
方
に
一
切
衆
生
を
摂
取
し
よ
う
と
す
る
願
い
に
報
わ
れ
た
国
土
が
あ
る
か
ら
だ
と
言
え
る
。
ま
た
、
凡
夫
は
如
何
様
に
も
身
も
心
も
動
く
。
だ
か
ら
こ
そ
、
一
心
に
浄
土
の
方
角
で
あ
る
西
に
帰
す
9 道綽の善知識観
こ
と
を
勧
め
る
の
で
あ
る
。
以
上
、『
安
楽
集
』
第
十
一
大
門
第
一
を
通
し
て
善
知
識
を
規
定
し
て
き
た
。
そ
の
善
知
識
と
は
、
一
つ
の
根
本
的
な
定
義
と
四
つ
の
譬
喩
が
あ
り
、
ま
た
「
西
に
帰
す
」
と
い
う
善
知
識
を
成
り
立
た
せ
る
根
拠
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。「
西
に
帰
す
」
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
清
浄
国
土
に
照
射
さ
れ
る
と
い
う
根
拠
に
な
る
か
ら
で
あ
り
、
凡
夫
は
他
所
を
向
け
ば
身
も
心
も
そ
ち
ら
に
向
い
て
し
ま
う
た
め
、
阿
弥
陀
仏
の
方
角
へ
一
心
に
身
も
心
も
向
け
る
こ
と
が
、
悪
知
識
に
障
げ
ら
れ
な
い
手
段
で
あ
っ
た
。
「
西
に
帰
す
」
と
い
う
善
知
識
を
成
り
立
た
せ
る
根
拠
を
了
解
し
た
が
、
そ
の
背
景
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
次
の
考
察
で
は
、『
観
経
』
と
『
涅
槃
経
』
の
善
知
識
観
を
考
察
し
、『
安
楽
集
』
に
お
け
る
善
知
識
の
規
定
と
、『
観
経
』、『
涅
槃
経
』
の
善
知
識
観
と
で
共
有
す
る
箇
所
が
あ
る
の
か
検
討
す
る
。
二
善
知
識
の
背
景
｜
『
観
経
』・『
涅
槃
経
』
の
教
説
を
受
け
て
｜
ま
ず
『
観
経
』
に
お
け
る
善
知
識
観
を
考
察
し
て
い
く
。『
観
経
』
で
は
、
中
品
下
生
か
ら
下
品
下
生
に
亘
っ
て
、
往
生
に
つ
い
て
善
知
識
が
果
た
す
役
割
が
示
さ
れ
る?
。
そ
れ
ら
を
挙
げ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
【
中
品
下
生
】
善
知
識
は
、
阿
弥
陀
仏
の
国
土
の
楽
事
を
説
き
、
法
蔵
菩
薩
の
四
十
八
願
を
説
き
、
西
方
極
楽
世
界
に
往
生
さ
せ
る
。
【
下
品
上
生
】
善
知
識
は
、
大
乗
十
二
部
経
の
首
題
の
名
を
讃
え
聞
か
せ
、
衆
生
の
千
劫
の
悪
業
を
除
く
。
ま
た
智
者
は
、
衆
生
に
南
無
阿
弥
陀
仏
を
称
え
さ
せ
、
五
十
億
劫
の
生
死
の
罪
を
除
く
こ
と
で
往
生
さ
せ
る
。
【
下
品
中
生
】
善
知
識
は
、
大
慈
悲
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
十
力
威
徳
を
説
き
、
仏
の
光
明
神
力
を
説
き
、
戒
・
定
・
慧
、
解
脱
、
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脱
知
見
を
讃
え
て
往
生
さ
せ
る
。
【
下
品
下
生
】
善
知
識
は
、
様
々
に
安
慰
さ
せ
て
、
妙
法
を
説
き
観
想
念
仏
さ
せ
る
。
ま
た
善
友
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
を
称
え
さ
せ
て
往
生
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、『
観
経
』
で
は
、
善
知
識
に
つ
い
て
一
概
に
説
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
中
で
、
道
綽
が
特
に
注
目
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
下
品
下
生
」
を
見
て
い
き
た
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
道
綽
は
、『
安
楽
集
』
第
三
大
門
の
教
相
判
釈
を
す
る
箇
所
で
、
『
大
経
』
と
経
名
を
示
し
な
が
ら
も
、
引
用
文
は
『
大
経
』
の
誓
願
と
『
観
経
』「
下
品
下
生
」
と
を
取
意
し
た
文
で
あ
る?
。
そ
こ
で
『
大
経
』
と
経
名
を
出
す
こ
と
は
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、『
観
経
』
の
「
下
品
下
生
」
を
取
意
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、「
下
品
下
生
」
の
文
を
見
て
い
く
た
め
、
以
下
に
文
を
示
す
。
か
く
の
ご
と
き
の
愚
人
、
命
終
の
時
に
臨
み
て
、
善
知
識
の
、
種
種
に
安
慰
し
て
、
た
め
に
妙
法
を
説
き
、
教
え
て
念
仏
せ
し
む
る
に
遇
わ
ん
。
こ
の
人
、
苦
に
逼
め
ら
れ
て
念
仏
す
る
に
遑
あ
ら
ず
。
善
友
告
げ
て
言
わ
く
、「
汝
も
し
念
ず
る
に
能
わ
ず
は
、
無
量
寿
仏
と
称
す
べ
し
」
と
。
か
く
の
ご
と
く
心
を
至
し
て
、
声
を
し
て
絶
え
ざ
ら
し
め
て
、
十
念
を
具
足
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
せ
し
む
。
仏
名
を
称
す
る
が
ゆ
え
に
、
念
念
の
中
に
お
い
て
八
十
億
劫
の
生
死
の
罪
を
除
く?
。
こ
こ
で
は
、
愚
人
が
命
終
の
時
に
往
生
を
臨
ん
で
、
愚
人
の
為
に
妙
な
る
法
を
教
説
し
て
念
仏
さ
せ
る
よ
う
な
善
知
識
に
遇
う
と
い
う
文
が
示
さ
れ
る
。
だ
が
、
そ
の
人
は
苦
し
み
に
責
め
ら
れ
て
念
仏
す
る
ひ
ま
が
な
い
と
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
念
仏
が
観
想
念
仏
を
指
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
者
に
対
し
て
、
善
友
は
南
無
阿
弥
陀
仏
を
称
え
れ
ば
八
十
億
劫
の
生
死
の
罪
が
除
か
れ
る
、
と
示
す
。
道
綽
は
、『
安
楽
集
』
第
一
大
門
第
一
に
お
い
て
、「
今
の
時
の
衆
生
を
計
る
に
、
即
ち
、
仏
、
世
を
去
り
た
ま
い
て
後
の
第
四
の
五
百
年
に
当
れ
り
。
正
し
く
是
懺
悔
し
福
を
修
し
、
仏
の
名
号
を
称
す
べ
き
時
の
者
な
り?
」
と
、
時
機
相
応
の
行
が
称
名
念
仏
で
あ
る
と
定
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め
て
い
る
か
ら
、
称
名
念
仏
を
特
に
重
視
し
て
い
た
と
了
解
で
き
る
。
そ
の
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、『
観
経
』
に
お
け
る
善
知
識
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
荘
厳
を
説
き
、
特
に
南
無
阿
弥
陀
仏
に
出
遇
わ
せ
る
存
在
で
あ
る
と
了
解
で
き
る
。
次
に
『
涅
槃
経
』
で
は
、
善
知
識
に
つ
い
て
多
く
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
特
に
善
知
識
の
概
念
を
規
定
す
る
箇
所
が
あ
る
た
め
、
以
下
に
そ
の
文
を
示
す
。
善
男
子
よ
。
第
一
に
真
実
の
善
知
識
と
は
、
所
謂
る
菩
薩
・
諸
仏
世
尊
な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
。
常
に
三
種
を
以
て
善
く
調
御
す
る
が
故
な
り
。
何
等
を
か
三
と
為
す
や
。
一
に
は
畢
竟
じ
て
軟
語
し
、
二
に
は
畢
竟
じ
て
呵
責せ
め
、
三
に
は
軟
語
し
呵せ
責め
む
。
是
の
義
を
以
て
の
故
に
、
菩
薩
・
諸
仏
は
即
ち
真
実
の
善
知
識
な
り?
。
こ
こ
で
は
、
釈
尊
が
善
男
子
に
対
し
て
、
真
実
の
善
知
識
に
つ
い
て
説
い
て
い
く
。
そ
の
真
実
の
善
知
識
と
は
、
菩
薩
・
諸
仏
世
尊
で
あ
る
と
説
く
。
そ
の
理
由
に
三
つ
あ
る
と
し
て
、「
畢
竟
軟
語
」「
畢
竟
呵
責
」「
軟
語
呵
責
」
が
具
わ
っ
て
い
る
か
ら
と
示
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
衆
生
の
機
根
に
応
じ
て
、
言
葉
に
よ
る
巧
み
な
手
立
て
に
よ
っ
て
衆
生
の
悪
業
を
制
止
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
三
種
の
方
法
を
、
真
実
の
善
知
識
で
あ
る
と
見
定
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
文
か
ら
、『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
善
知
識
は
、
菩
薩
・
諸
仏
世
尊
で
あ
り
、
そ
の
菩
薩
・
諸
仏
世
尊
に
は
、
衆
生
の
機
根
に
応
じ
て
言
葉
に
よ
る
巧
み
な
手
立
て
を
用
い
て
悪
業
を
制
止
す
る
存
在
で
あ
る
と
了
解
で
き
る
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
記
述
も
見
ら
れ
る
。
善
知
識
は
、
能
く
衆
生
を
教
え
、
十
悪
を
遠
離
し
、
十
善
を
修
行
せ
し
む
。
是
の
義
を
以
て
の
故
に
、
善
知
識
と
名
づ
く?
。
こ
こ
で
善
知
識
と
は
、
衆
生
に
、
十
悪
を
遠
く
離
し
て
十
善
を
修
行
さ
せ
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
存
在
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
善
知
識
と
は
、
菩
薩
・
諸
仏
世
尊
で
あ
り
、
衆
生
の
機
根
に
応
じ
て
言
葉
に
よ
る
巧
み
な
手
立
て
を
用
い
て
悪
業
を
制
止
す
る
。
ま
た
十
悪
の
悪
業
か
ら
遠
離
し
て
、
十
善
と
い
う
善
い
修
行
を
教
え
る
存
在
と
了
解
で
き
る
。
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以
上
、『
観
経
』
と
『
涅
槃
経
』
の
善
知
識
観
を
考
察
し
て
き
た
。『
観
経
』
の
善
知
識
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
荘
厳
を
説
く
こ
と
、
ま
た
称
名
念
仏
に
出
遇
わ
せ
る
存
在
と
理
解
し
た
。『
涅
槃
経
』
の
善
知
識
と
は
、
菩
薩
・
諸
仏
世
尊
で
あ
り
、
衆
生
の
機
根
に
応
じ
て
、
巧
み
な
言
葉
を
用
い
て
悪
業
を
制
止
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
遠
離
十
悪
・
修
行
十
善
を
教
え
る
存
在
で
あ
る
。
で
は
、『
安
楽
集
』
の
善
知
識
観
と
比
較
し
た
場
合
、『
涅
槃
経
』
の
教
説
は
直
接
的
に
受
け
て
い
な
い
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
道
綽
は
善
知
識
を
「
菩
薩
・
諸
仏
世
尊
」
と
い
う
言
葉
を
も
っ
て
示
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。
で
は
『
観
経
』
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
直
接
的
な
表
現
は
異
な
る
が
、『
観
経
』「
下
品
下
生
」
で
示
さ
れ
る
称
名
念
仏
に
出
遇
わ
せ
る
存
在
と
は
、
道
綽
の
仏
道
実
践
に
も
現
れ
て
い
る
よ
う
に
筆
者
は
考
え
る
。『
続
高
僧
伝
』
に
、「
人
に
勧
む
、
阿
弥
陀
仏
の
名
を
念
ず
。
或
い
は
麻
豆
等
の
物
を
用
い
て
、
数
量
と
す
。
一
名
を
称
る
毎
、
便
一
粒
を
度
す?
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
綽
が
豆
な
ど
を
用
い
て
念
仏
の
数
を
数
え
、
民
衆
に
阿
弥
陀
仏
の
名
を
称
え
る
よ
う
に
勧
め
て
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
道
綽
に
と
っ
て
、「
西
に
帰
す
」
た
め
の
方
法
と
し
て
念
仏
を
勧
め
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
道
綽
は
『
観
経
』「
下
品
下
生
」
に
説
か
れ
る
善
友
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
道
綽
は
「
西
に
帰
す
」
こ
と
を
重
視
し
た
う
え
で
、
な
ぜ
礼
拝
・
観
察
な
ど
の
行
で
は
な
く
、
念
仏
行
を
選
ん
だ
の
か
を
、
次
で
考
察
し
て
い
く
。
三
善
知
識
を
生
み
出
す
行
『
安
楽
集
』
第
一
大
門
第
四
で
道
綽
は
、
念
仏
三
昧
を
「
一
切
三
昧
の
中
の
王
」
と
述
べ
る
ほ
ど
、
念
仏
三
昧
の
利
益
を
讃
え
て
い
る
。
そ
の
念
仏
三
昧
の
利
益
に
つ
い
て
、
栴
檀
と
伊
蘭
林
の
譬
喩
に
よ
っ
て
示
す
。
そ
れ
が
、
次
の
文
で
あ
る
。
13 道綽の善知識観
父
王
、
仏
に
白
さ
く
。
念
仏
の
功
、
其
の
状
云
何
ぞ
と
。
仏
、
父
王
に
告
げ
た
ま
は
く
。
伊
蘭
林
の
方
四
十
由
旬
な
ら
ん
に
、
一
科
の
牛
頭
栴
檀
有
り
、
根
芽
有
り
と
雖
も
猶
未
だ
土
を
出
で
ず
、
其
の
伊
蘭
林
唯
臭
く
し
て
香
ば
し
き
こ
と
無
し
、
若
し
其
の
花
菓
を
す
る
こ
と
有
ら
ば
狂
を
発
し
て
死
せ
ん
。
後
の
時
に
栴
檀
の
根
芽
漸
漸
く
生
長
し
て
纔
に
樹
に
成
ら
ん
と
欲
す
、
香
気
昌
盛
に
し
て
遂
に
能
く
此
の
林
を
改
変
し
て
普
く
皆
香
美
な
ら
し
む
。
衆
生
見
る
者
、
皆
希
有
の
心
を
生
ぜ
ん
が
如
し
。
仏
、
父
王
に
告
げ
た
ま
は
く
。
一
切
衆
生
、
生
死
の
中
に
在
り
て
念
仏
の
心
も
亦
復
是
の
如
し
。
但
能
く
念
を
繫
け
て
止
ま
ざ
れ
ば
定
ん
で
仏
前
に
生
ぜ
ん
。
一
び
往
生
を
得
れ
ば
即
ち
能
く
一
切
の
悪
を
改
変
し
て
大
慈
悲
を
成
ぜ
ん
こ
と
彼
の
香
樹
の
伊
蘭
林
を
改
む
る
が
如
し
」。
言
ふ
所
の
伊
蘭
林
は
、
衆
生
の
身
の
内
の
三
毒
・
三
障
、
無
辺
の
重
罪
に
喩
う
、
栴
檀
と
言
う
は
、
衆
生
の
念
仏
の
心
に
喩
う
。
纔
に
樹
と
成
ら
ん
と
欲
す
と
い
う
は
、
謂
く
一
切
衆
生
但
能
く
念
を
積
み
て
断
え
ざ
れ
ば
業
道
成
弁
す
る
な
り?
。
こ
こ
で
は
、「
念
仏
の
功
」
の
す
が
た
が
、
仏
と
父
王
と
の
問
答
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
四
十
由
旬
の
異
臭
を
放
つ
伊
蘭
林
の
中
に
、
一
本
の
栴
檀
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
栴
檀
の
芽
が
徐
々
に
成
長
し
樹
に
な
る
と
、
そ
の
樹
か
ら
良
き
香
り
を
放
ち
、
異
臭
を
放
つ
伊
蘭
林
が
す
べ
て
良
き
香
り
を
放
つ
樹
に
改
変
し
て
い
く
と
譬
え
ら
れ
、
念
仏
三
昧
の
功
徳
が
不
可
思
議
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
「
伊
蘭
林
」
は
衆
生
の
三
毒
な
ど
の
無
辺
の
重
罪
に
譬
え
ら
れ
、「
栴
檀
」
は
念
仏
の
心
に
譬
え
ら
れ
、
ま
た
「
纔
に
樹
に
成
ら
ん
と
欲
す
る
」
と
い
う
の
は
、
念
仏
を
積
ん
で
断
え
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
仏
道
を
成
就
す
る
こ
と
と
譬
え
ら
れ
る
。
一
度
で
も
往
生
し
た
な
ら
ば
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
す
べ
て
の
諸
悪
を
善
に
変
化
さ
せ
る
。
変
化
を
生
じ
た
者
は
、
大
慈
悲
が
成
就
さ
れ
、
大
慈
悲
に
照
ら
さ
れ
て
生
き
る
道
を
歩
む
求
道
者
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
道
綽
は
念
仏
三
昧
の
功
徳
に
お
い
て
、
善
知
識
が
成
り
立
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
念
仏
三
昧
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
衆
生
の
身
の
内
の
無
辺
の
重
罪
が
仏
道
を
修
す
た
め
の
因
と
な
り
、
大
慈
悲
に
照
ら
さ
れ
た
仏
道
の
歩
み
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
道
綽
は
念
仏
の
心
が
不
可
思
議
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
14
そ
の
念
仏
の
心
は
、
一
切
の
諸
悪
を
改
変
す
る
こ
と
で
「
大
悲
を
成
ず
る
」
と
示
さ
れ
る
。
こ
の
大
悲
を
成
ず
る
と
は
、『
安
楽
集
』
第
五
大
門
で
示
さ
れ
る
「
大
悲
を
行
ず
る
人
」
に
成
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
道
綽
は
、『
安
楽
集
』
第
五
大
門
第
一
で
、『
大
悲
経
』
を
引
用
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
『
大
悲
経
』
に
云
く
。「
何
ん
が
名
け
て
大
悲
と
為
る
。
若
し
専
ら
念
仏
相
続
し
て
絶
え
ざ
れ
ば
、
其
の
命
終
に
随
い
て
定
ん
で
安
楽
に
生
ぜ
ん
。
若
し
能
く
展
転
し
て
相
勧
め
て
念
仏
を
行
ぜ
し
む
る
者
は
、
当
に
知
る
べ
し
。
此
等
を
悉
く
大
悲
を
行
ず
る
人
と
名
く
と?
。
こ
こ
で
道
綽
は
、
念
仏
を
相
続
す
る
者
は
安
楽
国
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
念
仏
を
相
続
し
て
い
る
者
が
、
廻
り
廻
っ
て
他
者
に
念
仏
を
行
じ
さ
せ
る
よ
う
に
勧
め
た
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
者
は
大
悲
を
行
ず
る
者
で
あ
る
と
示
す
。
つ
ま
り
、
念
仏
相
続
す
る
者
が
他
者
に
念
仏
を
勧
め
て
念
仏
を
相
続
す
る
者
が
出
現
し
、
そ
の
者
も
ま
た
念
仏
を
勧
め
て
い
く
、
と
い
う
連
続
の
関
係
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
ま
た
、
大
悲
と
い
う
対
象
を
選
ば
な
い
平
等
の
慈
悲
に
照
ら
さ
れ
て
生
き
る
道
を
、
念
仏
相
続
を
通
し
て
示
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
道
綽
は
「
西
に
帰
す
」
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、
善
知
識
を
理
解
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
善
知
識
と
念
仏
を
相
続
す
る
者
と
は
同
様
の
意
義
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
念
仏
者
と
善
知
識
は
、
大
悲
に
照
ら
さ
れ
る
と
い
う
共
通
性
が
あ
る
が
、
善
知
識
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
の
法
や
念
仏
を
教
え
ら
れ
、
そ
の
教
え
に
順
じ
て
念
仏
を
相
続
し
て
い
く
と
い
う
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ら
善
知
識
の
見
解
を
ふ
ま
え
て
、
次
に
曇
鸞
が
善
知
識
に
含
ま
れ
る
の
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
15 道綽の善知識観
四六
大
徳
｜
第
四
大
門
を
通
し
て
｜
前
考
察
で
は
、
善
知
識
と
は
、「
西
に
帰
す
」
こ
と
を
根
拠
に
し
、
浄
土
に
生
ま
れ
る
た
め
に
念
仏
三
昧
が
決
定
的
な
意
味
を
持
つ
こ
と
を
確
か
め
た
。
そ
の
中
で
善
知
識
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
た
念
仏
を
衆
生
が
相
続
し
て
い
く
連
続
の
関
係
に
よ
っ
て
、
大
悲
に
照
ら
さ
れ
た
者
が
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
関
係
を
述
べ
た
。
そ
れ
ら
を
受
け
て
、
道
綽
に
と
っ
て
、
曇
鸞
を
含
む
六
大
徳
は
善
知
識
に
含
ま
れ
る
の
か
検
討
し
て
い
く
。
『
安
楽
集
』
第
四
大
門
第
一
で
は
、
所
行
の
功
徳
を
積
み
施
し
た
者
が
出
て
く
る
。
第
四
大
門
第
一
で
は
、「
第
一
に
中
国
の
三
蔵
法
師
並
び
に
此
土
の
大
徳
等
、
皆
共
に
聖
教
を
詳
審
し
浄
土
に
嘆
帰
す
る
に
依
り
、
今
以
て
勧
め
依
ら
し
む?
。」
と
論
題
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
三
蔵
法
師
や
所
行
の
功
徳
を
積
み
施
し
た
者
が
、
仏
の
教
え
を
事
細
か
く
あ
き
ら
か
に
し
、
浄
土
を
讃
え
て
帰
依
す
る
。
そ
し
て
ま
た
、
浄
土
を
勧
め
帰
依
す
る
よ
う
に
教
化
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
三
蔵
法
師
や
所
行
の
功
徳
を
積
み
施
し
た
者
が
、
以
下
の
引
文
で
示
さ
れ
る
。
第
一
に
中
国
及
以
び
此
土
の
大
德
の
所
行
に
依
る
と
は
、
余
は
五
翳
に
し
て
牆
に
面
す
る
が
ご
と
し
。
豈
寧
ぞ
自
ら
く
せ
ん
や
。
但
遊
歴
し
披
勘
す
る
を
以
て
師
承
有
り
と
敬
う
。
何
と
な
れ
ば
、
謂
く
中
国
の
大
乗
法
師
①
流
支
三
蔵
あ
り
。
次
に
大
徳
の
名
利
を
呵
避
す
る
有
り
、
則
ち
②
慧
寵
法
師
有
り
。
次
に
大
徳
の
尋
常
に
敷
演
す
る
毎
に
聖
僧
の
来
聴
を
感
ず
る
有
り
、
則
ち
③
道
場
法
師
有
り
。
次
に
大
徳
の
光
を
和
げ
て
孤
り
棲
み
て
二
国
慕
仰
す
る
有
り
、
則
ち
④
曇
鸞
法
師
有
り
。
次
に
大
徳
の
禅
観
に
独
り
秀
で
た
る
有
り
、
則
ち
⑤
大
海
禅
師
有
り
。
次
に
大
徳
の
聡
慧
に
し
て
戒
を
守
る
有
り
、
則
ち
⑥
斉
朝
の
上
統
有
り
。
然
る
に
前
の
六
大
徳
は
並
に
是
二
諦
の
神
鏡
、
斯
れ
乃
ち
仏
法
の
綱
維
な
り
。
志
行
倫
を
殊
に
し
て
古
今
に
実
に
希
な
り
。
皆
共
に
大
乗
を
詳
審
し
て
浄
16
土
に
嘆
帰
す
。
乃
ち
是
無
上
の
要
門
な
れ
ば
な
り?
。
※
①
〜
⑥
の
連
番
は
筆
者
が
付
し
た
。
こ
の
よ
う
に
道
綽
は
「
聖
教
を
詳
審
し
浄
土
に
嘆
帰
す
る
」
イ
ン
ド
と
中
国
に
お
け
る
六
人
の
大
徳
に
依
る
べ
き
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
ず
重
要
な
こ
と
は
、
道
綽
が
み
ず
か
ら
に
つ
い
て
「
余
は
五
翳
に
し
て
牆
に
面
す
る
が
ご
と
し
。
豈
寧
ぞ
自
ら
く
せ
ん
や
。
但
遊
歴
し
披
勘
す
る
を
以
て
師
承
有
り
と
敬
う
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
道
綽
の
機
の
自
覚
か
ら
、
浄
土
に
帰
す
る
た
め
善
知
識
を
必
要
と
す
る
理
由
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
引
用
文
で
、
イ
ン
ド
や
中
国
に
お
け
る
斉
朝
の
時
代
ま
で
に
、
往
生
す
る
た
め
の
所
行
の
功
徳
を
積
み
施
し
た
六
人
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
六
人
を
木
村
宣
彰
の
『
安
楽
集
講
要
』
を
参
照
し
て
以
下
に
示
す
。
①
流
支
三
蔵
は
、
菩
提
流
支
（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
菩
提
流
支
は
、
北
印
度
の
人
で
、
北
魏
の
永
平
年
の
は
じ
め
に
支
那
へ
来
て
、
洛
陽
の
永
寧
寺
に
お
り
、
勅
を
受
け
て
七
百
の
僧
を
監
督
し
、
経
論
三
十
九
部
百
二
十
七
巻
を
翻
訳
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
活
躍
か
ら
、
大
徳
の
所
行
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
中
国
の
大
乗
法
師
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
乗
仏
教
の
経
典
類
を
中
国
へ
広
く
知
ら
し
め
た
人
物
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
『
続
高
僧
伝
』「
曇
鸞
伝
」
に
は
、
曇
鸞
は
菩
提
流
支
か
ら
『
観
経
』
を
授
か
っ
た
と
伝
え
て
い
る?
。
②
慧
寵
法
師
（
生
没
年
不
詳
）
は
、
道
寵
の
こ
と
を
指
す
。
慧
寵
と
い
う
人
物
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
道
寵
は
菩
提
流
支
に
師
事
し
て
地
論
宗
北
道
派
の
祖
と
称
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
宋
州
の
人
で
、
廬
山
の
慧
遠
法
師
か
ら
浄
土
教
を
承
け
、
重
ね
て
菩
提
流
支
に
教
え
を
請
う
た
人
物
で
あ
る
。『
安
楽
集
』
で
は
、
自
分
の
名
声
を
得
る
こ
と
を
避
け
た
人
物
で
あ
る
と
述
べ
る
。
③
道
場
法
師
（
生
没
年
不
詳
）
は
、『
続
高
僧
伝
』
十
一
巻
「
思
念
伝
」
に
、「
道
場
法
師
な
る
も
の
あ
り
。
智
論
に
精
通
し
て
学
者
の
宗
た
り?
」
と
あ
り
、
ま
た
『
続
高
僧
伝
』
二
十
四
巻
「
明
伝
」
に
は
、
下
の
大
集
寺
の
道
場
法
師
に
『
大
論
』
を
学
ぶ
と
あ
る
。
こ
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れ
ら
は
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
こ
と
か
ら
、『
大
智
度
論
』
の
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
菩
提
流
支
及
び
慧
寵
に
法
を
承
け
、
廬
山
東
林
寺
第
三
世
の
住
持
と
な
っ
た
僧
で
あ
る
。
一
日
水
想
観
に
入
っ
て
、
船
が
西
に
往
く
こ
と
を
見
て
、
船
中
の
人
か
ら
『
仏
説
阿
弥
陀
経
』
を
誦
せ
よ
と
教
え
ら
れ
、
専
ら
『
仏
説
阿
弥
陀
経
』
を
誦
み
、
臨
終
末
に
弥
陀
三
尊
の
来
迎
を
う
け
た
。『
安
楽
集
』
で
は
、
道
場
法
師
が
説
教
す
る
度
、
何
処
か
ら
と
も
な
く
聖
僧
が
来
て
聴
聞
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
感
じ
と
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
と
述
べ
る
。
④
曇
鸞
法
師
は
、
支
那
の
北
方
の
人
で
、
北
魏
の
承
明
元
年
五
台
山
の
辺
に
生
ま
れ
た
人
で
あ
る
。
十
五
歳
で
出
家
を
し
、
龍
樹
菩
薩
ら
の
著
述
を
修
学
し
、『
大
集
経
』
の
註
釈
を
す
る
が
、
註
釈
半
ば
病
に
侵
さ
れ
る
。
寿
命
の
危
険
を
感
じ
、
不
老
不
死
を
探
求
し
、
仙
経
を
見
つ
け
る
も
の
の
、
菩
提
流
支
と
出
遇
い
『
観
経
』
を
授
け
ら
れ
、
専
ら
浄
土
教
を
習
学
す
る
。
後
に
は
『
大
経
』
を
修
学
し
、
如
来
の
本
願
力
に
よ
っ
て
報
い
現
れ
た
仏
国
土
に
生
ま
れ
る
に
は
、
み
な
共
に
如
来
の
誓
願
に
基
づ
く
こ
と
を
顕
し
た
。
し
か
し
道
綽
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
引
用
せ
ず
、
曇
鸞
の
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
第
四
大
門
第
一
の
中
で
示
し
て
い
る
。
亦
毎
に
世
俗
の
君
子
有
り
て
、
来
り
て
法
師
を
呵
し
て
曰
く
。
十
方
仏
国
、
皆
浄
土
為
り
。
法
師
何
ぞ
乃
ち
独
り
意
を
西
に
注
む
る
や
、
豈
偏
見
の
生
に
非
ず
や
と
。
法
師
対
へ
て
曰
く
。
吾
既
に
凡
夫
に
し
て
智
慧
浅
短
な
り
。
未
だ
地
位
に
入
ら
ず
、
念
力
均
し
く
須
け
ん
や?
。
こ
こ
で
道
綽
は
、
凡
夫
と
し
て
の
曇
鸞
に
出
遇
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
菩
薩
と
し
て
仰
が
れ
る
曇
鸞
で
は
な
く
、
凡
夫
の
自
覚
を
も
っ
て
生
き
る
曇
鸞
に
出
遇
う
こ
と
で
、
道
綽
は
曇
鸞
と
い
う
人
格
者
が
大
徳
の
光
を
和
ら
げ
隠
し
て
独
り
棲
ん
で
い
た
が
、
北
方
の
魏
国
や
南
方
の
梁
国
の
人
び
と
に
慕
い
仰
が
れ
た
人
物
だ
と
述
べ
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
道
綽
は
『
安
楽
集
』
第
八
大
門
第
二
に
お
い
て
、
「
曇
鸞
法
師
の
正
意
、
西
に
帰
す?
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
曇
鸞
が
「
西
に
帰
」
し
た
人
物
で
あ
る
と
明
示
し
て
い
る
。
⑤
大
海
法
師
は
、
慧
海
（
生
没
年
不
詳
）
と
い
う
人
物
を
指
し
て
い
る
。
曇
鸞
の
嗣
法
と
し
て
、
玄
中
寺
に
お
い
て
師
教
を
弘
め
た
。
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『
安
楽
集
』
で
は
、
坐
禅
観
法
が
秀
で
た
人
物
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
⑥
斉
朝
の
上
統
は
、
法
上
（
四
九
五
〜
五
八
〇
）
の
こ
と
で
あ
る
。
統
は
大
統
と
い
う
僧
の
官
名
で
あ
る
。
こ
の
人
は
慧
海
の
嗣
法
の
後
に
玄
忠
寺
に
住
持
し
、
文
宣
皇
帝
の
勅
命
に
よ
っ
て
大
統
と
な
り
、
寂
滅
の
後
、
勅
命
に
よ
っ
て
法
上
禅
師
と
称
さ
れ
た
。
ま
た
『
安
楽
集
』
で
は
、
徳
が
高
く
智
慧
聡
か
で
あ
っ
て
、
戒
律
を
守
っ
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
こ
の
六
人
の
大
徳
の
者
に
各
々
の
特
徴
が
取
り
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
乗
仏
教
を
明
ら
か
に
知
り
、
中
国
に
お
い
て
各
特
徴
を
備
え
た
様
相
で
、
大
乗
仏
教
を
広
く
知
ら
し
め
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
了
解
で
き
る
。
そ
れ
は
、
大
乗
の
要
が
浄
土
を
讃
嘆
し
帰
依
す
る
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、
誰
も
が
生
ま
れ
往
く
世
界
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
各
々
に
霊
験
が
存
在
し
、
往
生
の
相
が
不
可
思
議
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
が
、
道
綽
に
と
っ
て
こ
の
六
人
は
浄
土
に
生
ま
れ
た
人
物
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、
六
人
は
念
仏
者
と
し
て
浄
土
に
生
ま
れ
た
者
た
ち
で
あ
り
、「
西
に
帰
す
」
こ
と
を
一
心
に
向
け
た
者
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
六
大
徳
を
善
知
識
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
特
に
曇
鸞
に
つ
い
て
は
、
道
綽
が
明
確
に
「
西
に
帰
」
し
た
人
物
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
私
見
に
な
る
が
、
道
綽
は
特
に
曇
鸞
か
ら
思
想
的
影
響
、
ま
た
凡
夫
と
し
て
生
き
る
仏
弟
子
と
し
て
の
姿
勢
を
仰
い
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
道
綽
が
六
大
徳
の
う
ち
、
曇
鸞
に
の
み
「
西
に
帰
」
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
お
わ
り
に
こ
こ
ま
で
、
道
綽
の
善
知
識
観
を
、『
安
楽
集
』
第
十
一
大
門
や
第
四
大
門
を
通
し
て
考
察
し
て
き
た
。
ま
ず
、『
安
楽
集
』
第
十
一
大
門
を
通
し
て
、
道
綽
に
お
け
る
善
知
識
は
五
つ
の
条
件
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
概
念
で
あ
り
、
西
に
帰
す
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と
い
う
こ
と
に
お
い
て
成
立
す
る
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
こ
に
は
、
仏
の
深
甚
な
る
法
に
順
じ
て
説
く
と
い
う
、
善
知
識
を
貫
く
根
本
的
意
義
が
あ
り
、
西
に
帰
す
こ
と
が
必
須
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
次
に
、『
観
経
』
と
『
涅
槃
経
』
と
の
善
知
識
観
を
検
討
し
た
。
そ
こ
で
は
、『
涅
槃
経
』
に
共
通
性
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、『
観
経
』
の
「
下
品
下
生
」
に
注
目
す
る
と
、
称
名
念
仏
に
出
遇
わ
せ
る
存
在
が
善
知
識
で
あ
る
と
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
道
綽
に
お
け
る
善
知
識
と
は
、「
西
に
帰
す
」
と
い
う
こ
と
を
根
拠
に
し
て
、
念
仏
の
仏
道
実
践
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。
次
に
、
善
知
識
が
念
仏
三
昧
に
よ
っ
て
誕
生
す
る
こ
と
を
、『
安
楽
集
』
第
一
大
門
第
四
の
譬
喩
を
通
し
て
考
察
し
た
。
念
仏
三
昧
の
功
徳
を
、
伊
蘭
林
と
栴
檀
の
譬
え
を
も
っ
て
道
綽
は
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
伊
蘭
林
は
衆
生
の
煩
悩
を
、
栴
檀
は
念
仏
者
の
心
を
指
し
、
栴
檀
が
樹
と
成
れ
ば
、
多
数
の
伊
蘭
林
の
香
り
を
良
き
香
り
に
変
じ
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
念
仏
の
心
が
周
囲
を
変
じ
て
い
く
と
い
う
念
仏
三
昧
の
功
徳
に
は
、
新
た
な
念
仏
者
を
生
む
と
い
う
関
係
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
念
仏
者
は
、
浄
土
に
生
ま
れ
た
者
で
あ
る
か
ら
、
念
仏
者
と
善
知
識
は
念
仏
を
相
続
す
る
者
と
勧
め
る
者
と
い
う
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
善
知
識
は
、
念
仏
三
昧
と
い
う
行
に
よ
っ
て
誕
生
す
る
こ
と
を
論
じ
た
。
ま
た
、『
安
楽
集
』
第
五
大
門
第
一
を
通
し
て
、
念
仏
を
相
続
し
て
い
く
者
と
大
悲
を
行
ず
る
者
、
念
仏
を
勧
め
る
者
と
の
関
係
性
を
考
察
し
た
。
そ
の
際
、
念
仏
を
勧
め
る
者
と
善
知
識
は
同
様
の
意
義
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
次
に
、
第
四
大
門
第
一
に
説
か
れ
て
い
る
、
六
人
の
大
徳
者
を
考
察
し
た
。
そ
こ
で
は
、
曇
鸞
の
霊
験
を
譬
え
に
出
し
、
不
可
思
議
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
往
生
の
相
も
同
様
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
六
大
徳
を
見
て
い
く
こ
と
で
、
脈
々
と
浄
土
教
が
受
け
継
が
れ
て
い
く
相
が
あ
る
。
浄
土
を
勧
め
帰
依
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
そ
の
流
れ
に
参
入
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
善
知
識
と
は
念
仏
者
で
あ
り
、
念
仏
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
る
信
心
、
す
な
わ
ち
一
心
が
成
就
し
た
時
に
浄
土
に
生
ま
れ
、
善
知
識
と
し
て
20
浄
土
に
向
か
い
衆
生
に
勧
め
て
い
く
者
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
に
な
る
の
が
、
浄
土
に
帰
依
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
曇
鸞
を
含
む
六
人
の
大
徳
す
べ
て
が
善
知
識
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
私
見
の
限
り
で
あ
る
が
、
菩
提
流
支
か
ら
始
ま
り
、
仏
弟
子
へ
と
脈
々
と
受
け
継
が
れ
る
浄
土
や
念
仏
が
本
箇
所
で
表
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
道
綽
は
、『
安
楽
集
』
第
一
大
門
第
一
で
、「
前
に
生
れ
ん
者
は
後
を
導
き
、
後
に
去
か
ん
者
は
前
を
訪
へ
、
連
続
無
窮
に
し
て
、
願
は
く
は
休
止
せ
ざ
し
め
ん
と
欲
す
。
無
辺
の
生
死
海
を
尽
く
さ
ん
が
為
の
故
な
り?
」
と
述
べ
る
。
こ
の
道
綽
の
願
い
は
、
具
体
的
に
は
六
大
徳
の
よ
う
に
、
各
々
異
な
る
特
徴
が
あ
る
も
の
の
、
一
貫
し
て
浄
土
を
勧
め
、
帰
依
さ
せ
る
こ
と
で
、
生
死
海
を
尽
く
さ
ん
と
す
る
精
神
な
の
で
あ
る
。
そ
の
精
神
に
よ
っ
て
、
浄
土
の
教
え
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
る
こ
と
で
、
今
日
に
至
る
ま
で
浄
土
の
教
え
が
伝
わ
り
、
現
に
聞
く
こ
と
を
得
る
の
で
あ
る
。
聞
い
た
も
の
は
、
師
と
同
様
に
そ
れ
ら
を
讃
嘆
し
て
い
く
と
い
う
、
永
遠
の
関
係
性
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
結
論
と
し
て
、
道
綽
に
と
っ
て
善
知
識
と
は
、
浄
土
を
勧
め
る
者
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
浄
土
に
帰
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
曇
鸞
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
曇
鸞
を
善
知
識
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
道
綽
は
曇
鸞
の
み
を
善
知
識
と
し
て
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
道
綽
が
曇
鸞
の
思
想
を
ど
の
よ
う
に
受
け
継
い
だ
か
を
考
え
る
う
え
で
の
一
助
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
道
綽
は
、
曇
鸞
に
深
い
影
響
を
受
け
て
い
る
が
曇
鸞
の
説
を
祖
述
す
る
者
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
曇
鸞
の
著
述
の
引
用
の
仕
方
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
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注⑴
曇
鸞
の
没
年
に
関
し
て
は
、
五
四
二
年
あ
る
い
は
五
五
四
年
と
い
う
説
が
あ
る
。
本
稿
で
、
五
四
二
年
と
記
述
し
た
の
は
、『
続
高
僧
伝
』
か
ら
見
出
し
て
い
る
。
⑵
『
略
論
安
楽
浄
土
義
』
は
、
親
鸞
に
よ
っ
て
『
略
論
安
楽
土
義
』
と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
真
聖
全
』
の
首
題
に
従
っ
て
示
し
た
。
⑶
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
「『
安
楽
集
』
に
お
け
る
曇
鸞
教
学
の
受
容
と
展
開
｜
行
と
信
の
展
開
を
中
心
に
｜
」（『
真
宗
教
学
研
究
』
二
五
号
・
真
宗
教
学
学
会
・
二
〇
〇
八
・
八
二
〜
一
〇
八
頁
所
収
）
の
論
文
で
、『
安
楽
集
』
に
お
け
る
『
論
註
』、『
略
論
安
楽
浄
土
義
』、『
讃
阿
弥
陀
仏
』
の
引
用
箇
所
を
対
校
し
た
表
を
参
照
し
た
。
⑷
『
大
正
蔵
』
五
〇
・
五
九
三
・
ｃ
⑸
『
大
正
蔵
』
四
七
・
九
八
・
ｂ
⑹
『
大
正
蔵
』
五
一
・
一
一
八
・
ａ
⑺
道
綽
の
回
心
に
つ
い
て
、
親
鸞
は
『
西
方
指
南
抄
』
に
「
道
綽
禅
師
は
、
本
は
涅
槃
の
学
生
な
り
。
州
玄
忠
寺
に
て
曇
鸞
の
碑
文
を
み
て
、
発
心
し
て
云
、
か
の
曇
鸞
法
師
、
智
徳
高
遠
な
り
。
な
ほ
講
説
を
す
て
ゝ
浄
土
の
業
を
修
し
て
、
已
に
往
生
せ
り
。
い
わ
ん
や
わ
が
所
解
・
所
知
お
ほ
し
と
す
る
に
た
ら
ん
や
と
云
て
、
す
な
わ
ち
涅
槃
の
講
説
を
す
て
ゝ
、
一
向
に
も
は
ら
念
仏
を
修
し
て
相
続
し
て
ひ
ま
な
し
。
つ
ね
に
観
経
を
講
じ
て
人
に
す
ゝ
め
た
り
」（『
真
聖
全
』
四
・
一
〇
六
〜
一
〇
七
頁
）
と
記
述
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
道
綽
が
浄
土
教
へ
帰
入
し
た
機
縁
に
は
、
曇
鸞
が
影
響
し
て
い
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
⑻
「
善
知
識
」
は
経
典
に
応
じ
て
解
釈
が
異
な
る
。
辞
書
的
意
味
と
し
て
一
例
を
出
せ
ば
、『
仏
教
語
大
辞
典
』（
一
〇
四
〇
〜
一
〇
四
一
頁
）
で
は
、
善
知
識
を
「
①
知
識
は
知
己
、
知
り
合
い
の
意
。
よ
き
友
。
親
友
。
良
友
。
自
分
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
く
れ
て
い
る
人
。
友
達
。
心
の
友
。
善
友
・
勝
友
と
も
い
う
。
②
高
い
徳
行
を
具
え
た
人
物
。
③
ブ
ッ
ダ
の
教
え
を
継
承
し
、
伝
播
す
る
人
び
と
。
④
教
え
を
説
い
て
、
仏
道
に
入
ら
し
め
る
人
。
仏
道
へ
の
手
引
き
を
す
る
有
徳
者
。
立
派
な
指
導
者
。
教
え
を
導
く
人
。
正
し
い
道
に
導
く
人
。
人
に
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
の
真
の
意
味
を
教
え
て
く
れ
る
人
。
賢
者
。」
と
述
べ
ら
れ
る
。
⑼
『
続
高
僧
伝
』
に
「
恒
に
無
量
寿
観
を
講
ず
。
将
に
二
百
遍
す
べ
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
綽
が
浄
土
教
帰
入
の
後
、『
観
経
』
を
二
百
回
講
義
22
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
?
「
此
の
『
観
経
』
は
」（『
真
聖
全
』
一
・
三
七
七
頁
）
な
ど
の
指
示
語
が
あ
る
こ
と
や
、『
続
高
僧
伝
』
に
道
綽
が
『
観
経
』
を
二
百
回
講
義
し
て
い
た
こ
と
が
、
山
本
佛
骨
な
ど
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
安
楽
集
』
は
『
観
経
』
講
説
書
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
?
『
続
高
僧
伝
』
に
「
十
四
に
し
て
出
家
し
、
師
の
遺
告
を
宗
と
す
。
大
涅
槃
部
、
偏
に
弘
伝
す
る
所
、
二
十
四
遍
構
ず
。」（『
大
正
蔵
』
五
〇
・
五
九
三
・
ｃ
）
と
あ
り
、『
涅
槃
経
』
を
二
十
四
回
講
義
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
。
?
『
安
楽
集
』
に
は
「
善
知
識
」
の
語
が
、『
真
聖
全
』
一
・
三
九
八
、
四
〇
〇
、
四
〇
一
、
四
一
一
〔
知
識
の
比
丘
、
善
友
〕、
四
一
六
、
四
一
七
、
四
三
六
頁
に
見
ら
れ
る
。
?
『
真
聖
全
』
一
・
四
三
六
頁
?
『
真
聖
全
』
一
・
四
三
六
頁
?
『
大
正
蔵
』
八
五
・
一
四
三
三
・
ｃ
?
『
真
聖
全
』
一
・
四
三
六
頁
?
『
安
楽
集
』（『
真
聖
全
』
一
・
四
三
七
頁
）
╱
『
大
経
』（『
真
聖
全
』
一
・
四
一
頁
）
?
『
安
楽
集
』
第
十
一
大
門
第
一
に
お
け
る
『
大
経
』
引
文
は
、「
彼
の
仏
の
国
土
は
、
無
為
自
然
に
し
て
、
皆
衆
の
善
を
積
み
、
毛
髪
の
悪
も
無
け
れ
ば
な
り
」（『
真
聖
全
』
一
・
四
一
頁
）
に
拠
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
ま
た
、『
大
経
』
に
あ
る
「
無
為
自
然
」
の
言
葉
は
、『
安
楽
集
』
で
「
三
学
自
然
に
勝
進
し
」
と
意
義
を
等
し
く
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
道
綽
が
取
意
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
?
『
真
聖
全
』
一
・
四
二
六
頁
?
『
真
聖
全
』
一
・
六
三
頁
（
中
品
下
生
）、
六
四
頁
（
下
品
上
生
・
下
品
中
生
）、
六
五
頁
（
下
品
下
生
）
?
山
本
佛
骨
は
、『
道
綽
教
学
の
研
究
』
に
お
い
て
、『
安
楽
集
』
第
三
大
門
第
三
に
お
い
て
、
道
綽
は
「
是
の
故
に
『
大
経
』
に
云
く
。「
若
し
衆
生
有
り
て
縦
令
い
一
生
悪
を
造
れ
ど
も
、
命
終
の
時
に
臨
み
て
十
念
相
続
し
て
我
が
名
字
を
称
せ
ん
に
、
若
し
生
れ
ず
ば
正
覚
を
取
ら
じ
」
と
」
と
引
用
す
る
。
こ
こ
で
「
一
生
造
悪
」
や
「
称
我
名
字
」
と
い
う
の
は
、「
下
品
下
生
」
に
値
い
す
る
文
で
あ
り
、『
大
経
』
の
誓
願
と
「
下
品
下
生
」
を
併
合
さ
れ
た
文
と
理
解
し
て
い
る
。
?
『
真
聖
全
』
一
・
一
二
〇
頁
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?
『
真
聖
全
』
一
・
三
七
八
頁
?
『
大
正
蔵
』
十
二
・
七
五
五
・
ｂ
、『
国
訳
一
切
経
（
南
本
）』
Ⅲ
・
一
七
八
頁
参
照
?
『
大
正
蔵
』
十
二
・
七
五
四
・
ｃ
?
『
大
正
蔵
』
五
〇
・
五
九
四
・
ａ
?
『
真
聖
全
』
一
・
三
八
一
〜
三
八
二
頁
?
『
真
聖
全
』
一
・
四
二
三
頁
?
『
真
聖
全
』
一
・
四
一
三
頁
?
『
真
聖
全
』
一
・
四
一
三
頁
?
『
大
正
蔵
』
五
〇
・
四
七
〇
・
ｂ
?
『
大
正
蔵
』
五
〇
・
五
〇
八
・
ｃ
?
『
真
聖
全
』
一
・
四
一
四
頁
?
『
真
聖
全
』
一
・
四
三
一
頁
?
『
真
聖
全
』
一
・
三
七
九
頁
【
参
考
文
献
】
・
柏
原
祐
義
『
真
宗
通
解
全
書
第
二
』（
平
楽
寺
書
店
・
一
九
五
五
年
）
・
木
村
宣
彰
『
安
楽
集
講
要
』（
東
本
願
寺
出
版
・
二
〇
一
八
年
）
・
佐
々
木
月
樵
「
道
綽
の
浄
土
教
」（『
佐
々
木
月
樵
全
集
』
第
二
巻
・
う
し
お
書
店
・
二
〇
〇
〇
年
・
二
七
一
〜
二
八
八
頁
）
・
佐
藤
健
「
道
綽
浄
土
教
に
お
け
る
涅
槃
経
の
影
響
｜
機
の
自
覚
を
中
心
と
し
て
」（『
人
文
学
論
集
』
一
三
・
佛
教
大
学
文
学
部
学
会
・
一
九
七
九
年
・
二
一
〜
三
六
頁
）
・
杉
山
裕
俊
「
道
綽
『
安
楽
集
』
所
説
の
「
善
知
識
」
に
つ
い
て
」（
大
正
大
学
大
学
院
発
表
要
旨
・
二
〇
一
〇
・
一
二
四
〜
一
二
五
頁
）
・
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
「『
安
楽
集
』
に
お
け
る
曇
鸞
教
学
の
受
容
と
展
開
｜
行
と
信
の
展
開
を
中
心
に
｜
」（『
真
宗
教
学
研
究
』
二
五
号
・
真
24
宗
教
学
学
会
・
二
〇
〇
八
年
・
八
二
〜
一
〇
八
頁
）
・
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
「
道
綽
の
回
心
に
関
す
る
一
考
察
｜
同
朋
の
発
見
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
仏
道
｜
」（『
真
宗
研
究
』
五
三
・
真
宗
連
合
学
会
・
二
〇
〇
九
年
・
二
二
〜
三
九
頁
）
・
マ
イ
ケ
ル
・
コ
ン
ウ
ェ
イ
「
道
綽
教
学
に
お
け
る
本
願
の
思
想
」（『
大
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
二
五
・
大
谷
大
学
大
学
院
・
二
〇
〇
八
年
・
三
一
〜
六
二
頁
）
・
藤
堂
恭
俊
・
牧
田
諦
亮
『
曇
鸞
・
道
綽
』（
講
談
社
・
一
九
九
五
年
）
・
山
本
佛
骨
『
道
綽
教
学
の
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
・
一
九
五
九
年
）
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